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1. はじめに

20万分の1地質図幅「伊勢」は，産業技術総合研究所地質情報研究部

門が同所関連研究協門・センターと連携して実施している「地質図の
研究」により編集される20万分の1地質図輔の 1つである.

本地質図隠の作成に当たり，以下の方々のご協力を賜った.大阪市
立大学の三回村宗樹准教授には，志摩地方のテフラ層序についてど救
示いただいた.富山大学理学部の柏木健同准教授には，秩父帯につい

ての未公表資料を提供していただくとともに貴重なご意見をいただい

た.活断層・地震研究センター重松紀生氏には，松原市月lIi付近の領
家深成岩類及び中央構造線についてご叡示いただいた.

2. 地形

本図幅地域は，紀伊半島東部に位置し，その広い範囲が山地で占め

られる.特に本図幅地域の西半部は太郎分が大起伏山地または中起伏
山地であり(周土庁土地局.1975).高見山地(三峰山，高見山など)や

紀伊山地(国見山，池木屋山，大台ケ原山など)の1，似lO血縁の山々 が速
なる.これらの山地は先新第三系の付加複合岩体，変成岩類及び深成

岩類から主に構成されている.高見山地と紀伊山地の閑，高見山南方

から伊勢市三見にかけてほほ東西方向に中央構造織が通過しており，
高見山地甫縁の急屋や，櫛困川中流部及び多気町五桂池周辺に断層谷
が認められる.丘陵地・台地は，志摩半島や伊勢市などに小規模に分

布するのみである.

本図幅地域北京都の伊勢湾に滅れ込む雲出JII，櫛回川.宮川は，本

図幅地域の河川の中では比事量的混域面積が広く，河口部に沖積低地を
形成している.一方，典型的なリアス式海岸である南部の熊野義沿岸

に流れ込む河川は，いずれも流域面積が狭く，低地をほとんど伴わな
い.一般に海岸段丘の発達は悪いが，志摩半島には海成段丘群が見ら

れる(太回ほか編，笈隙4).
(西岡芳晴)

3. 地質

3.1 地質概説
本図幅地域の地質体は，日本列島が陸弧から島弧へと変化した時代

を境に，大きく先新第三系主新第三系~第四系に分けられる.

先新第三系は.ほぽ東西方向に走る中央構造線により.南側の西南
目:本外帯と北側の西甫日:本内帯とに Z分される，外帯側には黒獅川帯

構成岩類，秩父帯付加複合体，今浦層群，松尾層群・南伊勢層群・脇

出層群，三法川変成岩類及び四万十帯付加複合体の三畳系~白亜系が
分布する.内帯側には領家深成岩類及ぴ• .:成岩類，及び和泉層群の上

部白亜系が分布する.
以上の先新第三系を基盤として新第三系及び第四系が分布する.前

期中新世後半~中期中新世初頭には日本海の拡大が進み，酉甫日:本弧

は陸弧から島弧へと変化した.本図幅地域内では前孤海盆の堆積物(尾
鷲屑群・一志層群など)が堆積した.ぞれに引き続〈中期中新世には前

孤城の火成活動が起こり，熊野酸性火成岩類及び室生火砕施堆積物を
含む曽爾層などが形成された.さらに内陸堆積盆の基底織を形成する

前期鮮新統(東海層群・古琵琶湖層群)及び第四系{先志摩層，段丘堆積

物及び完新統)がそれらを被覆している.

(西岡芳晴，中江 凱，竹内圭史，坂野靖行.水野清秀，尾崎正紀.

中島礼)

3.2 黒獅川帯構成岩類
一般的に秩父帯の中程には，圧砕花筒岩類・変成岩霊園・シルJレ系~

デポン系堆積岩類など，その甫北とは異質な地層・岩石が東西に狭長

に伸ぴて分布しており，これらから構成される地質体の分布域は馬頭
川構造帯(市川ほか.1956)と呼ばれた.鳳源川帯の名称・定義・分布
範囲・構成岩類ならびにその成因に闘する解釈は研究者により様々で

あり，未だ議論が続いている.伊勢地域では，蛇紋岩が北京一甫西方

向に20km以上にわたって直線的に志摩半島を横断し，地形的に特徴あ

る構造を示すことから，この蛇紋岩の分布域は主手前一安来晶構造線
と呼ばれた(大塚.1928;山際， 1957;日下部・宮村.1958). この構
造線に沿って，圧砕花爾岩類，角閃岩.斑れい岩，変成岩類，デポン

系凝灰岩.200Ma変成岩などが見出され，これらが蛇紋岩とともに黒

源川帯を構成するとみなされている(浜岡.1姐;曹倉・寺島.1984; 
山際.1957;硯崎ほか.1992;梅田・山際.1997).また志摩半島より
西方においても，加藤(1995)は五ヶ所一安楽島構造線沿いの変斑れい
岩，変成岩類，下昔日白亜系などに対比可飽な地質体を見出し，紀伊半

島中央部まで黒獅JII帯が途切れることなく連続するとした(加藤・事正，

I鈎 7;加藤ほか.2002). しかし，その後の研究(柏木.2001;大和大

盗研究グループ.20(4)によって，この見解は否定きれている.
本国幅地駿における巣濁川帯を，県措置川構造帯(市川ほか.1956)に

特書量的に分布する地層・岩石に加えて，蛇紋岩・千枚岩質変成岩類な
どを含めた分布域として扱うことにする.伊勢地績における黒源川帯

は志摩半島に認められ，五ヶ所一安楽島構造線に沿う蛇絞岩，組仙山

層着手，砥谷層群が分布する.

3.2.1 蛇紋岩(S)
五ヶ所一安楽島構造線及ぴこれより派生する断層に沿って分布す

る.蛇紋岩を主体とし.一部にダナイトが産する.蛇紋岩は角閃岩，

11れい岩の岩塊を包有している(吉倉・寺島.1鈎4).

3.2.2髄描品層群(Rb，RL Rc. Rs， Rll) 
援(1鈍4)は.寵仙山地塊のふ円翁相古生界(Kimura，1957). A地塊

相当層(日下部・宮村， 1958)，憧仙山帯の古生層(坂ほか.1979)と呼
ばれた地層を寵仙山層群としたa しかし. ~t縁部の珪質泥岩から前期

ジュラ紀を示唆する放散虫化石の産出(坂， 1984)が報告されているの

で，これを飽仙山層群から除外する(磯崎ほか， 1992).五ヶ所湾北岸
に分布し，南限を五ヶ所一安楽島構造線で断たれる.東西住の肉斜を
なしている.玄武岩及ぴ苦鉄質火山砕肩岩(Rb)と，石灰岩(Rl)・チャ

ート (Rc)・砂岩 (Rs)などの岩体・岩塊を含む黒色千枚岩質混在岩

(Rp)を主体とする.千枚岩から202.2-195.8Ma(三畳紀末~ジュラ紀初

頭)のK-Ar年代(機崎ほか， 1992)が報告されているので，堆積年代は
三畳紀以前とみなされる.

3.2.3岳会層群(Tp)
山際・援(1967)により命名された.五ク所一安楽島構造線の南方

に.北側の岩倉層と南側の松尾層群に挟まれて分布し，北に急傾斜す
る岡斜構造をなす.玄武岩・石灰宕・チャート・砂岩などの岩塊を包

有する千枚岩質混在岩(Tp)から構成され，全体的に片状構造が発達し
ている(坂ほか， 1988}. この千枚岩はパンペリー石ーアクチノ閃石相

程度の変成作用を被り.その変成年代として209.8-192.0Ma(三畳紀末

~ジュラ紀初頭)のK-Ar年代値が報告されている(磯崎ほか.1992). 
化石の産自が無いため原岩の雄積時期は不明であるが，変成年代を考

慮すると砥谷層群は三畳紀以前に堆積したとみなされる.

(中江調)

3.3 秩父帯付加複合体(ジュラ系~下部白亜系)
秩父帯は一般に，黒稲川帯の分布に基づき北帯と甫帯に区分されて

いる.しかしながら伊勢地域では，志摩半島以西で黒瀬川平野の分布が
途切れその存在が不確実になる.従ってこのような区分は困難である

ことから，本図帽では秩父帯を北帯・商帯に区分せず一括して扱う a

秩父帯に属する付加複合体は，志摩半島から大台ヶ原山を含む善越

山脈にかけて東北東一西南西走向で分布している.東から志摩半島，
量基町一南伊勢町一夫抱町，芙苔町一車11:町北部，台高山脈の各地域
においてまとまった調査，研究報告があり，それぞれで異なった層序

単元名が用いられている.本図帽では，それぞれの岩相組合せ・形成

時期などに基づいて 7つの層序単元にまとめるが，新称を与えず従来

の名称を用いる.

旦3.1 砦着肩(lx)

岩倉層{山際.1957}から砥谷層群(書記ほか.1鈎8)を除外したもので

あり，坂ほか(1988)の三地帯・首夜帰帯の育峰層群に相当する.副随時
ほか(1992)によって黒酒川帯を構成するペルム紀付加複合体であると

指摘されたが，梅田(1鈎8)は泥質岩から産出した前期ジユラ紀プリン

スパッキアン期~トアルシアン期の放散虫化石に基づいて秩父帯に帰
属させた.さらに酸性凝灰岩からデポン紀放散虫化石の産自が報告さ

れたが，周聞の岩倉層とは岩相が異なることから，この凝灰岩は独立

した地層である可能性も指摘されている(梅田・山際.1997). このよ

うに岩倉層の帰属については判然としない点があるが，本図帽では秩
父帯に属するとしておく.岩倉層は，志摩半島の五7所一安楽島構造
線の甫側に沿って狭長に分布し， ~t傾斜の岡斜構造をなす.北側の蛇
紋岩と南側の砥谷層群とは，断層で境される.努聞の発達した泥質混
在岩(lx)を主体とし，者鉄質火山砕屑岩・石灰岩・チャート・砂岩な

どの岩塊を包有する.

3.3.2竺乏益層(Sn)
大和大峯研究グループ(2002)により命名.白髭向斜の輸部に位置

し，ほぽ水平な構造をもって台高山脈中央部に分布する.下位の北股

川周とは断層で境きれる.様岩と泥岩を伴う砂岩(Sn)を主体とする.
一部に，チャート・珪質泥岩などの岩塊を包有する泥質混在岩が分布
する..岩は層厚IOcm-l0数mで石灰岩・砂岩・泥岩・チャート，花

商岩 a 琉紋岩などの同様~亜角磯からなる.主主質泥岩から前期ジュラ

紀トアルシアン期を示す放散虫化石が産出している(柏木ほか， 2∞5) 
ので，形成時期はトアルシアン期以降とみなされる.



幻 3 菩嘩層群(Al，Ac， Ax) 
山際(1957)によって，五ヶ所一安楽島構造線以南の秩父帯付加複合

体が北側の岩倉層と甫側の育峰層に区分された後，山際・坂(1967)は

両層を一括したものから南縁部の築地層群を除外して育降層群とし

た.本図幅では，山際・援(1967)の背峰屑群から岩倉屑(山際， 1957) 
を除いたものを育峰層群として再定義する(板ほか， 1988の育峰帯の育

峰層群に相当に育峰層群は志摩半島のみに分布し，北傾斜の岡斜構造
をなす.北側の蛇蚊岩と松尾層群，ならびに甫側の築地層群と今滞層

群とは断層で接する.玄武岩・石灰岩(Al)・チャート (Ac)・砂岩など

の岩体・岩塊を包有する泥質混在岩(Ax)，を主体とし，砂岩や泥岩を伴
う(山際， 1957;山際・坂， 1967). 岩倉層~.lt較すると，泥質岩に見

られる努聞の発達が弱い(山際， 1957).泥質岩から中期ジユラ紀アー
レニアン期を示す放置生虫化石が産出している(梅田， 1998)ので，この

時代に形成されたとみなされる a

3.3.4 i可内層群， ，1、町議層群・白百層群，コンプレ?クス Ia(Kb，Kl， 

Kc， Kx) 
三波川変成岩類の甫舗に分布するが，台高山脈には見られない.志

摩半島の河内層群{山際・4反， 1967)は御荷鉾構造棟近傍で高角度に北

傾斜するが，その南方では水平ないし;東西性の緩やかな槽曲構造をな

している.西方の度会町一大紀町では小川郷層群・日肉層群(加藤.

1995)の分布が狭くなるが，大台町一紀北町北部において再び東西性の
緩やかな槽曲構造をなしてコンプレ7クス Ia(柏木， 2002)が分布す
§北側は，北傾斜の藷最衝上断層(応皿ura，1954)または甫傾斜の神

流断層(松岡， 1984;背矢， 2010)で三波JII変成岩類と接する.岩相の

類似性と分布から判断して，小川郷相秩父系(Kimura，1957)， A地塊

秩父系(日下部・宮村， 1958)，スランプ様岩(松田， 1984)なども含ま
れる.努聞の発達した泥岩を基質とし，玄武岩(Kb)・石灰岩(阻)・チ

ャート (Kc)・砂岩などの岩塊・岩体を含む泥質混在岩(Kx)からな

る.玄武岩とチャートが卓越し，大規模な複合岩体をなして側方に連

続するのが特徴である.玄武岩の変成鉱物組合せから，ぶどう石ーパ

ンペリー石相~緑色片岩相の復成作用を被ったとされている(加藤，
1995) .珪質泥砦から中期ジュラ紀アーレニアン期の放散虫化石が産自
する(柏木， 2∞12)ことから，形成時期はアーレニアン期以降とみなさ

れる.

~;3;，5 首未層群，竺乏.層群・晶i蝉層群，芋者晶コンブレ7クス・
iiコンプレ7クス， lt劃日層(Sb.SL Sc， ss， Sd) 

河内層重手，小川郷肩書宇，コンプレックスIa，三之公層の下位に位置

する a 東西位の聞いた槽曲構造により北または甫に緩傾斜している

が，志摩半島や大紀町などの分布の狭い地域では北に急傾斜した構造

をなす.志摩半島では白木層群(山際・坂， 1967)，度会町一大量己町で
は一之瀬層群・鴻坂峠層群(加藤， 1995)，大台町一紀北町北部では千
石越コンプレ7クス・笠木コンプレyクス(柏木， 2002)，台高山脈で

は北股川層(大和大峯研究グループ， 2ω12)と呼ばれる.また岩相の類

似性と分布の逮続性に基づくと，一之濁相秩父添(K加ura， 1957)， B地

塊秩父系(日下部・宮村， 1958)を含むとみなされる.砂岩(S8)と破断
した砂岩泥岩互層(5d)が卓越し，珂断された巣色泥岩を基質とした泥
質混在岩をわずかに伴う.チャート (Sc)は比核的伺方への連続性が良

い岩体として分布するほか，玄武岩(Sb)や石灰岩(51)とともに岩塊と

して産する.泥岩から産出した放散虫化石は，中期ジュラ紀パ7ジ冒

シアン期~パトニアン期を示す(柏木， 2002;大和大峯研究グループ，
笈lO2， 2007)ので，この時代に形成されたとみなされる.

3.3.6 象地層群.愈克義層群.英農民コンブレ?クス.夫舎量畠層・

晶岩層・巣圭各層(Tc，Ts. Tx) 

志摩半島から台高山脈まで.低角~高角北傾斜で東北東一西南西~
東西走向にほぼ連続して慮幽する.志摩半島では築地層群(山際・坂，

1967 ; UJ際， 1969)と呼ばれ，北側は脊峰層群と断層を壌にして接す
る，度会町一甫伊努町では，能見坂層群(加藤， 1995)から甫縁部のタ

イプ皿メランジを除外したものに相当し.一之瀬層群の南側に位置す

る.大台町一紀北町北鶴では犬戻峡コンプレックス(柏木， 2∞1)と呼
ばれ，宵川衝上断層(松回， 1984)を境に北側の千石越コンプレックス

の下位に位置する.西部の台高山脈では，大普賢岳層 .JM石層・奥玉

谷扇(大和大峯研究グループ.1992. 2002)がほぼ水平な構造をなし
て， ~t股)[[層の下位に分布する.志摩半島では，築地層群の甫限{下
限)は仏像構造線で断たれ，四万十帯の的矢層群と接する.岩相と分布
の特徴から，鶴見坂相秩父系(Kimura，1957)， C地塊秩父系(日下部・

宮村， 1958)も含まれる.比較的良好に成層した砂岩・泥岩と砂岩泥岩
互層(Ts)が卓越し，側方に連続するチャート (Tc)を挨有する.一郎に

玄武岩・石灰岩・チャート・石灰岩・砂岩などの岩塊を包有する泥質

混在岩(Tx)が分布する.泥岩から中期ジュラ紀カロピアン期~後期ジ
ュラ紀オックスフォーデイアン期を示す放散虫化石が産出する(菅野ほ

か， 1980;:援・手塚.1988;柏木， 2001;大和大峯研究グループ，

2∞2，須lO5，笈107)ので，この時代に形成されたとみなされる.

3.3.7 首胸・雌福(Wb，WLWcWx)
南伊勢町一大紀町と台高山脈において能見張層群と大普賢岳層の下

位に広〈分布するほか，紀北町では犬戻峡コンプレックスの甫縁に沿
ってわずかに園露出する.志摩半島には分布しない.甫伊勢町一大紀町

では官官見援層群(加藤， 1995)甫縁部のタイプEメランジに相当し，北
西一甫東走向で北に中角~高角傾斜する.台高山脹では高原層及ぴ山

葵谷層(大和大峯研究グループ， 1992， 2∞2)と呼ばれ，低角またはほ

ぼ水平な構造をなす.著しく勢断された黒色泥岩を基質として，玄武
岩(Wb)・石灰岩(Wl)・チャート (Wc)・赤色珪質事E岩・砂岩などの岩

体・岩塊を包有する泥質混在岩(Wx)を主体とし，砂岩泥岩互層を伴
う.泥質混在岩の泥岩基質から後期ジュラ紀オックスフォーデイアン

期~チトニアン期と前期白亜紀パランギニアン期~パレミアン期の放

散虫化石が産出する(柏木， 1999;柏木ほか.20(4). 
(中江訓)

3.4 J十希層群(1)(上部ジユラ系~下部白E系)
今浦層群(山際， 1957;山際・板， 1967)は志摩半島にのみ分布し，

北側は背峰層群と断層で接する.南側は築地層群と断層で接するとこ
ろもあるが，築地層群の上位に盤合または不整合で累重しているとさ

れる(坂・手塚， 1988).北京一南西走肉で模式地周辺では向斜構造を
なすが，多くは高角北傾斜である.砂岩及ぴ泥岩を主体とし，石灰岩

を挨有する.石灰岩からは古〈よりサンゴ・二枚貝 ・層孔虫などの化

石が産出しており，これらに基づき鳥巣層群に対施されている(山際，

1957 ;山際・4民 1967).シルト岩から後期ジュラ紀後半のアンモナイ

ト化石(佐藤ほか， 2005)と，泥岩からジユラ紀末期~白亜紀初頭を示
す放散虫化石(手塚ほか， 1986)の産自報告がある.

{中iC訓)

3.5 義阜層群(M)・歯尋層群(N)・晶由層群(W)(下部白
亜系)
旧m万分の 1鳥羽図幅(小)1(， 1905)において， t員若層に対比された

志摩半島東部に分布する様岩 ・砂岩・泥岩からなる白亜>1¥は，周辺の

チャートや石灰岩を挨有する秩父帯の地層群とともに.ジュラ系の松

尾層と命名された(飯塚.1929).その後，山際(1957)は領石層相当層

のみを訟尾層群として再定義した.さらに喜多山ほか(1993)は，放置k虫
化石群集の相違に基づき松尾層群を，海成の中部~上部ジュラ系と汽

水~浅海成の下部白亜系に区分し，前者を新たに白島晶層と命名し
た.白根崎層の分布はごく狭い範囲に取られるので，本図暢では地質

図に表示していない.一方，志摩半島西部の五ヶ所湾沿岸に分布する
類似の地層については，松尾層群分布域から隔たっていることと堆積

時期が異なることから，南勢肩書宇として定義された(坂ほか， 1979). 
さらに加藤(1995)は，度会町商都の狭い地域に分布する様岩・砂岩 ・

泥岩などからなる地層を脇出層群と命名し，岩相の特徴から松尾層群

あるいは南勢層群に対比されるとした.

松尾層群と甫勢層群は，五ヶ所一安楽島構造線の蛇紋岩に沿って分
布し，秩父帯の岩倉属中にも断層を境にして.幽する.北東一南西走

向で北に急傾斜するが，五7所清北西岸の甫勢層群は向斜構造をなし
ている.両層群とも，禄岩 ・砂岩・泥岩ならびに砂岩泥岩互層からな

り，汽水~浅海の堆積環境を示す(山際， 1957;坂ほか.1釘宮;村越，

z∞1) .古くから貝化石や植物化石の産自報告(山際， 1954;:坂ほか，
1979 ;本国， .2001)があり，それらに基づき松尾層群は高知統，南勢層

群は高知統~宮古統に対比されていた.松尾層群については，ペリア
シアン期~パレミアン期の放散虫化石が報告されている(杉山ほか，

1993) .また近年，テイタノサウルス上科に属する恐竜化石が発見され

(亀井， 1997;富田ほか， .2001)，この産自層準近傍の凝灰岩から138土

7Maのフイッシ田ン・トラック年代(板， 2001)とパランギニアン期~

バレミアン期を示す放散虫化石の産自011鋪， .2001)が報告された.
ll&出層群は，鴻坂峠層群と骨量見坂層群の境界に沿った狭い地域に東

西性の向斜構造をなして分布する.北側の鴻援降層群と南側の能見坂

層群とは高角傾斜の断層によって携され，北側の境界断層に沿って蛇
紋岩が見られる.機岩・砂岩・泥岩ならびに砂岩泥岩互層からなり，

砂岩の転石から属種不明の具化石が得られた(加藤， 1995)ほかは，堆
積時期を示唆する化石の産出報告は無い，

(中江訓)

3.6 三波川変成岩類(白亜系)(U， Gb， Hb. Mk， Mp. Sm. Sa. 
Sp) 
三波川変成岩類は，主にジュラ紀~前期白亜紀?の付加複合体を原

岩とし，白亜紀の低温高圧型の変成作用で形成された (Isozakian d 

Itaya， 1990).本岩類は三波川結晶片岩類と，その商縁協に断続的に
分布する御荷鉾緑色岩類からなる.

本地域の三波川褒成岩須の大部分は三波川結晶片岩類であり，御荷



鉾緑色岩類は本地域東部(伊勢市・鳥羽市付近)にのみ分布する.三波
川結晶片岩類は主に泥質片岩(Sa， Sp)からなり，砂質片岩・警鉄質片

岩(Sm)・石英片岩を挨む.砂質片岩を挟む泥質片岩(Sp)は，本地域

西宮6(松阪市飯高町~度会部大量巴町)において特徴的に出現する.御荷
鉾緑色岩類i主主に変成玄武岩凝灰岩及ぴ溶岩(Mk)からなり，蛇紋岩化

した超普鉄質岩類(U)・疲斑れい岩(Gb)・変成角閃石岩及ぴ変斑れい

岩(Hb)の比較的大規模な岩体を伴っている.御荷鉾緑色砦類は三波川

結晶片岩類を整合的に覆っている (Nakamura.1971).三波川変成岩
類と秩父帯付加複合体は主に高角度の断層で接する.Kimura(1954) 
は，度会郡大紀町清原付近では両者はきわめて低角度の断層で接し，

三波川結晶片岩類は秩父帯付加複合体の構成岩類に対して構造的上位
に位置するとした.竹内(1蜘)は，多気郡大台町滝制す近でもKim削

(1954)が示した両者の構造的関係が認められることを報告したが，最近，

背矢(2010)は，滝谷付近において秩父干寄付加複合体が三波川結晶片岩

類に対して構造的に上位を占めることを示し，竹内(1996)とは異なる結

果を報告した.事量谷付近の両者の構造的関係については本図幅は育矢
(2010)に従った.
本地域西部の松阪市飯高町・飯甫町付近の三波川結晶片岩類は竹内

(1996)により弼見層，飯高層に区分された.両者の境界は西北西一東

南東方向に延びる高角度の断層である.北側に分布する粥見層は南側

の飯高層に比ぺ変成度及び変形皮が高い(竹内.1996).大和大串研究
グループ(2007)は，大台町迷昏の南西方において，竹内(1996)の飯高

層に相当する地質体(迷岳ユエット)が竹内(1996)が示した飯高層の分
布範囲の南側にも存在することを示した.なお大和大峯研究グループ

(2007)は遂岳ユニットを構成する地質体は四万十帯に属するとしてい

るが，本図帽では三波川変成岩類のメンバーとして位置づけた.
Fukunari and WaIlis(笈川7)は飯高町付近の三波川結晶片岩類に発達し

た槽曲・小断層を調べ，中央構造銀が過去に正断層の運動センスを持
っていたことを論じた，

三波川変成岩類の変成度は.援Jf(1992).竹内(1996).上野(2∞1)
で記述されている泥質片岩の記載から判断すると四国中央部に分布す
る三波川変成岩類の緑泥石帯に相当する.温度圧力条件は，御荷鉾緑

色砦類に伴う合ローソン石泥質片岩からT<340・C.P<8kbarが得られ
ている(上野.2∞1) .粥見層に相当する三波川結晶片岩類の放射年代

は.K-Ar法では75.6-73.6Ma，Rb-Sr法では77.5-72.2Maである(高木

ほか.1989). 
(板野靖行)

3.7 四万十帯付加複合体(上部白亜系)
回万十帯は一般的に，北傾斜の仏像構造線を墳にして秩父帯の南側

を占める.伊勢地域でも同様に四万十帯の付加複合体は秩父帯の下位
(甫側)に位置し，志摩半島から畠量湾周辺にかけての熊野灘沿岸械に

分布する.しかし，西部の台高山脈周辺では仏像構造線(大峯一大台ス
ラスト)はほぼ水平の姿勢となるため，秩父帯の北側にも露出する，本

図幅では，熊野濃沿岸域においては飯塚(1932)及び山際・書記(1967)に
従って的矢層群とし，岩相組合せ・形成時期などに基づいて3つの単
元に区分した.さらに台高山脈周辺では.竹内(1996)を踏襲して麦谷

属とする.

3.7.1 菱容層(Nb.Nc. Ns， Nx) 
竹内(1鈎6)により定義・命名された.伊勢地域西部の高見山南西方

に分布し，北側の領家深成岩類とは中央構造線で，東側の三波川変成

岩類とは高角断層で擁される.また南側は低角南傾斜の大峯一大台ス
ラストを携に，秩父帯付加複合体の下位に分布する(竹内， 1996;大和

大轟研究グループ， 2005).麦谷層は，北西一甫東走肉で北京に傾斜す

る.玄武岩(Nb)・チャート (Nc)の岩体・岩塊を含み勢闘が発達した
千枚岩を基質とする混在岩(Nx)を主体とし.砂岩及ぴ破断された砂岩

泥岩互層(Ns)を挟有する.ぶどう石ーパンペリー石相~緑色片岩相の
変成作用を被っており(関ほか， 1964).千枚岩のK-Ar全岩年代として
76.6-69.4Ma (後期白亜紀の後半)が報告されている(柴田ほか，

1988).堆積時期は不明であるが.麦谷層に対比される小川層(大和大
峯研究グル}プ.1鈎 4)の堆積年代がセノマニアン期ないしチユーロニ

アン期(約1ω-90Ma)と推定されていることから，後期白亜紀の前半

としておく.

3.7.2 崎失層群

旧20万分の1鳥羽図幅(小)11.1905)において，志摩半島南部から尾

鷲湾西方に至る熊野灘沿岸械に分布する砂岩・泥岩が卓越する時代未
詳の中生界とされた地層翼手は，飯塚(1929)により的矢層と命名された
後，山際・坂(1967)によって的矢層群に改称された.飯塚(1932)はこ
れを，下部層(砂岩泥岩細互層を主体とし，厚層理砂岩とわずかにチャ

」トを挨有).中部層(泥岩を主体とし砂岩・チヤ」ト・緑色岩を挟

有).上部層(砂岩泥岩互層を主体)に区分した.これ以降，的矢層群に
測する広域調査・研究はわずかである.また，公式に命名・定義され

た厨序単元はわずかでその分布域も狭い範囲に限られており，本図幅
地域全体における四万十帯付加複合体を包括的に層序区分した例はな

い.そのため本図帽では，層群以下の階層(“層.)での層序区分は行わ

ず.飯塚(1932)に事拠し便宜的に的矢層群を下部・中部・上競に区分
する.的矢層群は，仏像構造線を境として秩父術付加複合体の下位(甫

側)に分布し，一般に東北東一西南西走向で北に傾斜する.

( 1 )上部(Ub.Uc. Ur. Um. Us， Ux) 
四万十帯付加複合体の最上部に位置する.仏像構造組に沿ってその

南側に分布するが，紀北町北部から大台ヶ原山南方では欠如してい

る.志摩半島のAl層(小長谷.19悶. 1988)と大紀町の村山ユニ?ト及

び東宮ユニ7ト(森田ほか，笈)()5)に相当する.破断した砂岩泥岩互層
を挟有する砂岩(U9)と，玄武岩(Ub)・チャート (Uc)・赤色珪質泥岩

(Ur)などの岩体・岩塊を包有する泥質混在岩(Ux)を主体とし，黒色

泥岩(Um)を伴う a 泥岩から，アルピアン期の後半~セノマニアン期を

示す放散虫化石の産出が報告されている(小長谷.1983. 1988;森岡ほ

か.2005)ので，この時代に形成されたとみなされる.
(2)中部(Mb， Mc， Mr，抽n，Ma， Ms， Mx) 
上郵の下位に分布する.紀北町北部から大台ヶ原山甫方では上部が

欠如しているため，仏像構造線を介して秩父帯付加複合体と接する.

志摩半島のA2層及びB層(小長谷， 1983. 1988).大紀町南部の鵜倉ユ

ニット及び奈屋浦層(森田ほか.200札紀北町北西部の承蓉除屑(回
漣・狩野， 1994).大台ク原山南方の伯母華層群(志井田.1962)あるい

は赤湾層及ぴ伯母谷川層(大和大峯研究グループ， 2002， 2005)に相当
する，砂岩(Ms)と成層または破断した砂岩泥岩互層(Ma)を主体と

し，玄武岩(Mb)・チャート (Mc)・赤色珪質泥岩(Mr)などの岩体・岩

塊を包有する泥質混在岩(Mx)と黒色泥岩(抽n)を伴う.また一部に喋
岩が分布する.泥岩から，コニアシアン期~カンパニアン期の前半を

示す放散虫化石の産自が報告されている (Mizutaniet 01.， 1982;小長

谷.1983. 1988;水垣.1987;回逢 ・狩野.1994;森田ほか.2∞5 ; 
大和大峯研究グループ，笈即7)ので，この時代に形成されたとみなされ

る.

(3)下部(Lb.Lm. Ls) 
中部の下位に位置し，志摩半島南靖から尾鷲湾にかけての海岸沿い

と大台4炉原山南方に分布する.志摩半島のC層{小長谷. 1983. 
1988) .紀北町西部から尾鷲湾北岸に分布する晶轟蒲層・在吉町層(困

溢・狩野， 1994).ならびに大台ヶ原山南方の白川層群(志井困.1962) 
に対比され，字井層(大和大鑑研究グループ.1994. 2005)の一部を含
む.成層した泥岩優勢の砂岩泥岩細互層(Lm)と厚層湿砂岩(Ls)を主
体とし，わずかに玄武岩(Lb)と赤色チャートなどを含む.泥岩から.

カンパニアン期の後半~マーストリヒチアン期を示す放散虫化石の産

自が報告されている(小長谷.1983， 1988;闘溢・狩野.1994)ので，
この時代に形成されたとみなきれる.

3.8領家深成岩類及ぴ変成岩類(上部白亜系)
旦8.1 領家変成岩類(Rm)

(中江訓)

領家重E成岩類iま美浪ー丹波帯に代表きれる西南日本内帯のジュラ紀

一前期白亜紀付加複合体が，白亜紀に低圧高温の変成作用を受けて形
成されたもので，九州国東半島から関東地方のつ〈ぱ周辺まで，約

1.αJOkmにわたって帯状に分布する.本図幅地域では北西部の御杖村北

部，名張市中部，主主市白山周辺にややまとまって分布するほか，周辺
地域に点在して分布する.大部分が砂岩泥岩起認の片麻岩からなり，

再結晶作用が進行していて変成相は角閃岩相に相当する.わずかにチ
ャートを伴うが小規模なため図示していない.片麻状構造は東北東一

西南西走向，北傾斜が卓越する.

3.8.2領家深成岩類及び岩脈(GλGてG:.G凪 白 .D) 
領家深成岩類は領家変成岩類に密接に伴って分布する深成岩で，後

期白亜紀の領家変成作用と同時期あるいはその前後に貫入したもので

ある.本図幅地域では北慨に広く分布する.領家深成岩類は花商岩類

を主とするが.普鉄質岩類もしばしば産出する.領家深成岩類は産状
と貫入時期から大きく 4つのステ]ジに区分でき(高相官ほか，笈腕;回

結庄ほか， 1鎚5など).本図帽ではそれらを古いほうから順に領家深成
岩類I-lVと呼ぶ.ただし，小規模なストック状の産状を特徴とする

領家深成岩類Eは本図幅地域には分布しない.なお，本図幅で用いた

岩体区分及び岩体名は，主にYoshizawaot 01. (1966).端山ほか

(1982) .大平(1982)，高木(1985)，島岡ほか(1998).三重県(1980，
1991. 1鈎48)によっている.
領家深成岩類Iは，顕著な片麻状構造を有するトーナル岩一花同岩

類を主とし，本図幅地域ではさらに，トーナル岩を主とする岩体と花

樹閃緑岩を主とする岩体に2分している. トーナル岩を主とする岩体

は.城立ト」ナル岩(GJ).畑井ト」ナル岩(G，h).および相当岩(Gt)

からなる.放射年代償としては擁立トーナル岩のジルコンのU-Pb年代
として88:t:2Ma(石坂.1969)が得られている.花関閃緑岩を主とする



岩体は福田山花闘閃緑岩(G，.f).君ケ野花筒閃緑岩(G，k).横野花両閃
緑岩(G，y)，御杖花樹閃緑岩(G，m)及ぴ相当者(G，g)からなる.放射年

代値としては君タ野花筒肉緑岩のジルコンのU-Pb年代として97:!:Ma
(石坂.1卿)が得られている.
領家深成岩類Eは，粗一中粒の弱片麻状モンゾ花闘岩一花尚閃緑岩

を主とする.本図幅地域では西野花筒岩(G，n).比善意花筒岩(Gzh)，草
鹿野アダメロ岩(G，s)，西杉花揃岩(Gzg)及び相当岩(ら)からなる.
領家深成岩類Wは，本図幅ではモンゾ花岡岩を主とする岩体と中粒

トーナル岩を主とする岩体に 2分した.号ンゾ花岡岩を主とする岩体

は，細一中栓白雲母黒雲母モンゾ花商岩を主とし，阿保花筒岩(G.a).
下高尾花尚岩(G.s).柚原花岡岩(G，y)及ぴ相当岩(G.)からなる.放射
年代値としては阿僻E尚岩の7lMa(カリ長石，白書師のRb-5r年代，単

調l'石坂， 1967)などがある. トーナル岩を主とする岩体は，中栓角閃

石黒雲母トーナJレ岩及ぴ花岡閃緑岩を主とし，美杉トーナル岩(G.m)
からなる.

普鉄質岩類は斑れい岩類(Gm).石英閃緑岩類(Gd)からなる.これ
らの普鉄質岩類は，領家深成岩類Wを寅〈警鉄質岩類がほとんど見ら

れないことからそれ以前に貫入し，また，片麻状構造の有無や周囲の

面構造との調和性などから，貫入時期が異なるものを含む(端山ほか，
1982など)と考えられる.しかし，個々の岩体について貫入時期を特定

できないことが多ため本図帽では岩質により二分するにとどめた.
岩脈(D)は，細ー中粒黒雲母モンゾ花筒岩及び優白モンゾ花嗣岩か

らなる.

なお，本図帽で周いる深成岩類の名称はIUG5による分類 (Le
M耐 e.2002)に従っている.

3.8.3 強マイロナイト化帯
領家変成岩類及ぴ深成岩類には様々な程度のマイロナイト化が認め

られる(島国ほか.1998など).本図臓では強マイロナイト化帯のみを

図示した.これらは中央構造線に沿って分布する.

(西岡芳晴)

3.9 和呆層群(Iz)(上部白亜系)
和泉層群(Matsumoω，1954) I主，中央構造線の北側に沿って分布す

る上部白亜系で和泉帯を構成する.南北最大15kmの帽で，四国西部か

ら近犠西宮Eまで東西約300km続いているが，より東方の本因幡地域に
も断続的に分布している.岩相は，砂岩・泥岩・軍駐岩からなり，砂岩
と泥岩の互層や様岩と砂岩の互層が見られる(市原ほか.1986など). 

本関幅地域内の和泉層群は中央構造線沿いの木樟，弼見一明柄(高

木.1鑓 5)，五桂池などの地域に点在して分布する.これらの分布域か

ら化石は産しないが，岩相や分布状況などから判断すると和泉層群と
考えられる(荒木・北村. 1968).本図幅地域での岩相は，喋岩，砂岩
及び砂質頁岩からなり，全域でカタクラサイト化を被っている.匡説

的には領家深成岩類の甫に和泉層群の磯岩が分布し，商になるにつれ

砂岩・頁岩となる.これらの地層の走向はN70E-EWで北に傾斜するか

垂直である(荒木・北村， 1968). 

3.10 下部~中部中新統
3.10.1 阜援層群(Oc，Os， Om) 

(西岡芳晴)

尾鷲層群は様岩・砂岩・シルト岩から構成きれ，海進を示す層序を

もっ海底の下部~中部中新統である.旧20万分の 1島羽図幅{小川，
1905)ではこの地層は古第三系とみなされ，本地域を含む7万5千分の1
尾奮園幅(飯塚， 1932)では，岩相・層序の類似性に基づき甫障の木本

地域に分布する宮井層に含められた.しかし地質時代は.産出する軟

体動物化石に基づき前期~中期中新世に修正された(鈴木.1934;鈴
木・伊東 1鮒).その後.本地域の官婦は対象屑，持論層，命

先鼻層に区分され，これらを一括して尾鷺層群と命名された(Araki.
1958 ;荒木ほか， 1959).尾鷲肩書宇はその岩相層序・分布・地質時代か

ら.紀伊半島南西部の回辺層群及ぴ南東部の熊野層群に対比される.

尾鷲層群は，伊勢地城南西部の尾鷲湾北岸及び南岸にわずかに分布
し，下位の的矢層群(上榔白亜系)を不整合に覆う.また上位の熊野圏直

性火成岩類(中部中新統}に不整合で覆われたり貫入されている.東北
東一西甫西方向の軸を持つ背斜構造(大曽根背斜)をなし.そのため北

または甫に低角度で傾斜する.下部の大曽根層(Oc)は，下位の的矢層

群起源のチャ」トや砂岩の亜同様が卓越する塊状ないし成層構造に乏
しい謙岩を主体とし.層厚は約1仙 nである.中部の行野浦層(Os)は，

灰白色の細粒砂岩ならびに砂岩シルト岩互層からなり，上半面Eでは層
厚数mの様岩を挟む.層厚は12O-200m程度である.上部の瀬元鼻層

(Om)は，砂岩薄層を挨有する暗灰色塊状シルト岩で構成され，層厚は

5瓜回以上である.
尾鷲層群では特に行野浦屑から，植物，ニシン科・カレイ科やサメ

などの魚類，ならびに二枚貝類・巻貝類・掘足類(ツノガイ類}などの

軟体動物の化石が報告されている (Araki.1958;大紅・浜口.1975; 

Honda. 1鈎12;詠村.2002).軟体動物化石群集と熊野層群との対比に
より，尾奮層群は前期中新世の後半から中耳目中新世の初頭に堆積した

とされる (Honda.1992). 
(中江訓)

3.10.2 こ志層群(8"s.. S.)及び櫛困層・田丸届(8，)
一志層群は北隣「名古屋」図幅地域から本図幅地域にかけて広〈分

布する.下位より注意層・義哉層・大井層・片困層に区分され(柴回，

1967).本図帳地域には片困層を除く 3層が分布する(第1図).波濁層

は一志層群分布械の商都に基盤岩を不整合に覆って分布し..岩から
砂岩を経て泥岩に至る 3部屑に細分されこれらが1堆積サイクルを示
す.家城層は分布城西録と甫東部の基盤の盛り上がり周辺に分布し，

襟岩・砂岩の 2相からなる.大井層は堆積盆地中央部に広〈分布し，

井関砂岩泥岩部層とき.f身泥岩砂岩部層からなる.本図幅では三重県

(1鈎7)と同様に，波瀬層・家城層を下部(5，).大井周を上部(S，)に区
分した.
5万分の1i:松阪」・「伊勢」図幅地域の丘陵にごく小規模に露出す

る櫛回層・田丸層(三重県， 1991; 1鈎4)(50)は一志層群下総に対比さ
れる a

(竹内圭史)

3.10.3 苗結局(8..S.) 
山粕層は本図幅地域北西部に分布する，西岡ほか(1998)は，室生火

砕流堆積物分布域の西部に分布する山辺層群と東部に分布する山粕層
群を一括し山粕屑とし，従来の部周区分を堆積相による区分に改め

た.それによれば山粕層は5つの堆積相に細分きれ3相は扇状地・河

川相. 2相は浅海相である.下部では隆成相が卓越し上部へ次第に海
成相が多くなる，本因幅ではこれらを扇状地・河川成相(5，)と浅海成

相(5，)の2つに区分した.

甫方の高見山にごく小規模に分布する高見峠様層は山粕層に対比さ
れている(梅田， 1釘3)，

(竹内圭史)

3.11 中部中新統火成岩類
3.11.1 熊野酸性:J<.成岩類(Ky，Kp. Kg) 
絶伊半島甫東慨に分布する珪長質の火成岩類は，大規模な火山深成

複合岩体を構成し(荒牧. 1965; Miura， 1999;川上・昼， 2007な
ど).神ノ木流紋岩，凝灰岩類，花尚:I!f.岩の3つの岩栴に区分され(荒

牧・羽田.1965)，これらは一括して熊野酸性火成岩類(佐渡.1933)と

呼ばれている.また分布から，北岩体と商岩体に分けられ(荒牧・羽

回.1965).そのうち伊勢地域甫西部の尾鷲市周辺には北岩体の一部が
露出している.Kawakami et al. (.2007)ならびに川上・昼(2007)は，花
両JI岩を熊野花陶斑岩とし，その周縁に分布する凝灰岩類を尾鷲白浜

火砕岩類として，それぞれ定義・命名した.また花尚斑岩中にその分

布が知られていた黒雲母花両岩(笹岡. 1980)を，不動谷花筒岩として
定義・命名した.

尾鷲白浜火砕岩類(Ky)は，熊野花岡11岩の周辺部に密着して分布
し，下位の的矢層群及び尾鷲層群を不整合で覆う.層厚は約400mであ

る.本火砕岩は熊野花筒斑岩に貫入されることから，この貫入に先立

って噴出したと考えられている.主に流紋岩質の港結凝灰岩と結晶質
粗粒凝灰岩からなる.熊野花尚斑岩(Kp)は熊野酸性火成岩類の大部分

を占め，下位の的矢層群，尾鷲層群ならびに尾鷲白浜火砕岩類に貫入
する.完晶貨で.状の花嗣岩を主体とし，一部では等粒状である.班
晶鉱物としては石英，斜長石，カリ長沼，黒雲母，斜方輝石が多く，

石基鉱物は主に石英.斜長石，カリ長石.黒雲母である.不動谷花岡
岩(Kg)は，熊野花向班岩に貫入する岩株状の黒雲母花陶岩である.細

粒{平均粒径約O.2mm)の等粒状組織を示し，縁辺留に急冷相を持たな
いのが特徴である.
最近.K-Ar法(黒雲母)及ぴフィッション・トラック法(ジルコン)に

よって熊野酸性火成岩類の形成時期が再検討され，熊野花筒11岩と尾

鷲白浜火砕岩類からそれぞれ14.4-14.3Maと15.1Ma(中期中新世)の年

代値が報告された(角井ほか.1998;岩野ほか，笈1(7). 

(中江訓}

3.11.2ま未岩腺群(An.Qp) 

佐藤・大和大峯研究グループ(2006)により，武木弧状岩脈群と総称

された台高山脈周辺に分布する安山岩ならびにデイサイトなどからな
る岩派群(大和大峯研究グループ.1992. 1994， 2002;;和田.1999な
ど)を，武木岩脈群とする.輝石安山岩からなる安山岩岩脈(An)と，

岩脈の縁部が輝石安山岩で中央部がデイサイトからなる複合岩脈(Qp)

に識別される.岩脈の全岩K-Ar年代として.15.8-13.9Ma (中期中新

世)が報告きれた(和回.1999;佐藤.2叩3).
(中江訓)



3.113 革比え砕岩岩脈君事(Vc)
志井田(1962)は，台高山脈周辺に分布する疎層及び粗粒砂岩を中奥

層と命名し台第三系に位置づけたが，和国・岩野(2001)はとれを火砕
岩からなる岩原群であることを報告し，佐藤・大和大峯研究グループ

ωα泌)は中臭火砕岩岩IR.群と命名した.中奥火砕岩宕脈群(Vc)の個々
の岩脈は幅3-45m程度で，縁部では細粧均質な凝灰岩.内部では基質
支持の不調littな司院を含む凝灰岩からなる，機種は.本質様である瑳長

質火山岩機と異質磯の玄武岩・石灰岩・チャート・泥岩・砂岩などで

ある.基質は隠微晶質あるいはガラス質で，石英・サニデイン・斜長

石・黒雲母・ぎくろ石などを含む(和田・岩野， 2001).サニデインの
K.Ar年代とジルコンのフイ yシ冒ン・トラ yク年代として，それぞれ

13.7Maと16.0Ma(中期中新世)が報告きれた(和田・岩野， 2∞1) . 
(中江測)

3.11.4 脅爾層(Mg.Mw) 
5万分の1r名張」図栢地域に分布する曽爾層は，最下部の砕屑岩

(Mg)と主体をなす室生火砕流堆積物(Mw)からなる(西岡ほか，
1998).砕屑岩は室生火砕涜堆積物分布域の帝京郎に分布し様岩・砂

岩・泥岩からなり，層厚が30m以下と薄<.地質図では一部しか表現

していない.室生火砕流堆積物は「名張」図帳地域から西方へかけて
広〈分布するほか「高見山」園幅地域にも小分布が点在する.流紋岩

貨の溶結した火山様凝灰宕からなり，厚き4帥 nに達する単一冷却ユニ
ットの火砕流堆積物である.14.4-14.3Maの放射年代値が報告されて

いる(宇都ほか， 1996; Uto ot al.. 1鈎7).なお，室生火砕流推積物は.

紀伊半島南部の中新世火成岩類(熊野.• 性火成岩類など)と化学組成な
どが類似しており(岩野ほか， 2007; i斬正ほか， 2007)，室生団体研究
グループ・八尾(2凶 8)は，室生火砕流堆積物の噴出源を鋼大台コール

ドロン.(中奥火砕岩岩腺群)と推定している.

(竹内圭史)

3.11.5 高見山酸性岩(Mt)
高見山酸性岩(梅園， 1973)は高見山地西部の高見山にごく小規模に

分布する完品質流紋岩である(大平， 1982;和田・荒木， 1鈎7).捕獲

岩の種類から中央構造線近傍に噴出したと考えられ，かつ中央構造謙

により切られている.地質時代は12.8:t0.4Maのカリ:長石K.Ar年代によ
り中期中新世である(来回ほか， 1988).室生火砕流堆積物と同時代の

火成活動で噴出し，それが後に削剥され尽くした岩頚であると推定さ
れている(梅田， 1973;和田・荒木， 1997). 

(竹内圭史)

3.12下部鮮新統(東海層群(TIoT.)及ぴ古琵琶湖層群(Kω
伊勢平野及ぴ上野一近江盆地には，河成一湖成のシルト層，砂層，

様層の互層からなる鮮新世一中期更新世堆積物が広〈分布し，それぞ

れ東海層群及ぴ古琵琶湖層群と呼ばれている(石田・横山， 1969). こ

のうち.本図帽地域の伊勢平野南部の於阪市・海市には東海層群の松
原層及びハ泊層(T，)と亀山層下部(Tz)が，上野盆地甫縁部の名張市に

は古琵琶湖層群の上野属(Kl)が分布する.
松阪層(木村， 19鎚;恒石， 1970;森， 1970)は松阪市街地の甫束に

分布し，層厚約蜘nの淘汰のよい中穣主体の亙円一円破層からなる(吉

田， 1鈎0).また，小山層(滝本， 1935)は，伊勢平野の西縁部の一志断
層沿いに分布する最大層厚120mの大一巨耳障を含む中様主体の円礎層で

(吉田， 1990)，本図幅地域では松阪市の伊勢寺などに分布する.松阪
層と小山層は東海層群の基底部を占める様岩層に位置づけられている

(森， 1970;吉田， 1990)ことから，地質図では両層を一括して示し

た.

亀山層(鈴木ほか， 19(7)は，伊勢平野に広く分布する層厚1，民10m以

上の厚い地層で，泥層と砂層を主体とする蛇行河川堆積物からなり，
一部湖成堆積物も含む(吉田， 1990などに本図幅地域では，亀山居の
下部曲噌阪市の丹生寺・小野や.樟市の小山・新家付近などに分布す

る.

小山肩及ぴ亀山層は南北方向の，松原層は東西方向の一志断層及ぴ

ぞれK付随する断層群によって切られている(恒石， 1970など). 
上野層(Kawabe，1卿)は上野盆地に広く分布する古琵琶湖層群の最

下部に位置づけられる層厚約250mの地層で，主に泥層からなり砂層と

様層を含む湖成~扇状地堆積物からなる.このうち，本図帽地域には

砂層と耳東層をより多〈含む上野層の下部が分布し，名張断層など北東

一甫西方向の断層群に切られている(西岡ほか， 1鈎8).
松阪扇.小山層，亀山層及ぴ上野層は，植物化石屑序及ぴテフラの

対比・年代測定(者川・山崎， 1鈎8;吉回， 1993;吉川， 2∞1 ;困村ほ
か， 2∞5など)などにより，前期鮮新世の堆積物と考えられている(水

野ほか，広間). 

(尾崎正紀)

3.13 第四系(Sk，th，出L札O-..b，r) 
第四系は，先段丘堆積物の英志摩層，段丘堆積物及び沖積層に大別

される.

先志摩層は，志摩半島中部の磯部地域に分布する.先志摩層から

は，有孔虫，花粉，貝類などの化石の報告が知られ， ..砂を主体と
し， 4.届の海成泥層と1層の火山灰層(磯部火山灰)が挨在する(谷岡ほ
か， 2004).磁部火山灰は，大阪層群海成粘土層Ma3に挨在するアズキ

火山灰に対比された(町田ほか， 1980)が，谷岡ほか(2∞4)は先志摩層

の堆積残留磁化を検討し，磁部火山灰の堆積時期をBrunheschronと

し，磯部火山灰をアズキ火山灰よりも上位のものとした.
段丘堆積物は，段丘面の比高，開析の程度，構成層の特徴などか

ら，高位，中位，低位段丘堆積物に3区分した.

志摩半島にはリアス式海岸が発達し，海成段丘が広〈分布する.st
丘面は3面に区分され，志摩半島南部の段丘構成層は最終阿氷期に形成

されたものを中位段丘堆積物，ぞれより古いものを高位段丘堆積物，
最終氷期のものを低位段丘堆積物とした.高位及び中位段丘堆積物は
海成シルト・砂層が挨在することが多い.志摩半島南端部の段丘函に

は基盤である白亜系四万十層群が露出し.段丘堆積物がほとんどみら

れない.

そのほかの地域では，段丘堆積物は一般に河川成の砂様屑を主体と
しているが，本図幅地域北京掃の草雲市久居台地域では最終関氷期の骨量

成層がみられる (Araki，1959など).この段丘函を中位段丘の基準とし

て，既存文献(国土地理院， 1969; Kimura， 1971; 1972 ; 1973 ;木
村， 1979;西岡ほか， 1鈎8;岡回・東郷編， 2000など)と空中写真判読

から高位・中位・低位段丘面の区分を行った.高位段丘堆積物11，特
に松阪市甫部や伊勢市街地甫部及び西方の台地に比較的広い分布が見

られる.中位段丘堆積物は主宮市，名張市のほか各地に点在する.低位
段丘堆積物は現河川に沿って細長〈分布することが多<，特に櫛田川

及ぴ宮川沿いに発達している.また商河川に挟まれた下流域では.低

位段丘面が広〈分布するが，低位段丘面と沖積面との比高がほとんど
なくなってしまうか，部分的に神積商に覆われている.地質困では微

高地となっている範囲を低位段丘として表現した.なお低位段丘面構

成層の一部には，姶良Tn火山灰層(約29-26ka:町田・新井， 2∞3) :が
挟まれている(野上ほか， 1979など). 

沖積層は，河川成の氾涯原・後背湿地・谷底低地堆積物と海岸沿い
』こみられる砂州・砂丘・海浜堆積物に区分した.前者は伊勢平野に広

〈発達するとともに現河川沿いに細長〈分布している.また後者は伊
勢湾西岸に沿って数列みられるほか，熊野灘沿岸に小規模に点在して

いる.このほか，伊努事事西岸域などに埋立地がみられる.

(水野清秀・中島礼)

4. 活断層

活断層分布は，主に三重県(2002b)及ぴ岡田 ・東郷編(2000)，中

岡・今泉編(2002)，池困ほか編(2∞'2)に基づいて編集した.伊勢平野
西縁に位置する布引山地東縁断層帯商都の烏戸断層，山口断層，六呂

木断層，片野断層などは活断層とされ，片野断層などでは約l万年前の
活動が推定されている(三重県， 2∞2) .また添市久居台地の束縁部に
も活断層が伏在すると推定きれていて(高茶屋断層:吉田， 1987)，そ

の延長は烏戸断層の北東部につながると推定される(池困ほか緬，
2002) .名張地域には，活断層の可脆性がある断層がいくつか存在する

(西岡ほか， 1998)が，岡田・東郷編(2α)())に従い，活断層とはしなか

った.

5. 地下資源及び温泉・鉱泉

5.1 金属資源

(水野清秀)

本図幅地域内には多数の水銀鉱床とマンガン鉱床，若干の小規模な

アンチモン鉱床やチタン鉱床が存在したが，混在者車行されているもの

はない.水銀鉱床は中央構造線に沿って領家深成岩類と三波川蛮成岩
類中に分布していた.代表的な鉱床は舟生鉱床や佐奈鉱床であり，こ

れらの鉱床の周辺にもかつては小規模な水銀鉱床が分布していた.丹
生鉱床は領家深成岩類1(横野花嗣閃緑岩)中の優白賀花筒岩と角閃石

石英閃緑岩にIfi胎される鉱染型・鉱脈型鉱*であり，富鉱部は優白賓

花筒岩に確認される(掘， 1953).主要な含水銀鉱脈の走向は南北方向

であり，走向延長27伽 1，平均脈幡1.6m，平均品位はOAO%Hgである.

鉱石鉱物は皮砂とまれに巣辰砂であり，!l石鉱物として石英，カオリ
ン，緑泥石，方解石を伴う(菰本， 1973).佐奈鉱床は三波川変成岩類

の石英片岩を母岩とし，数条の石英!lに伴って層状にIfi胎する(堀，

19回).マンガン鉱床は秩父帯付加複合体，三波川重E成岩類，四万十帯
付加複合体的矢層群中に分布し，チャート，昔量生質火山砕屑岩，千枚

岩を母岩として主に層状またはレンズ状にIfi胎される(吉村， 1952). 
代表的な鉱床として，鳥羽鉱床，茂原鉱床，浜島鉱床などが挙げられ



る.主な鉱石鉱物は菱マンガン鉱，ブラウン鉱，カリオピライトなど

である.

52 非金属資源
主な資源として石灰石，珪石，粘土，砕石，砂利，石材が確言Zきれ

る.石灰石鉱床はジュラ紀~前期白亜紀の高原層や山葵谷層に存在す
る.現在は三重県度会郡の国見岩商東却において大規模に採掘されて

いる a 珪石は主主市美杉町周辺に分布する領家深成岩類中のベグマタイ

トから採掘していた.また，秩父帯のドレライト，千枚岩，チャート

中に賦存する主主化岩を炉材主主石として採掘していた.粘土は，名張市
付近に分布する古琵琶湖層群中の本節粘土申書採掘され，耐火粘土とし
て周いられていた.砕石としては領家深成岩類，四万十帯付加複合体

の砂岩，御荷鉾緑色岩類の起苦鉄質岩，秩父帯付加複合体の砂岩，時

代未詳の蛇紋岩等が採掘されている.砂利は櫛田川や宮川流域周辺に

おいてO!砂剰が(須藤， 2006)，校阪市から度会郡にかけて山砂利が採
掘されている.石材は主に領家深成岩須の花尚閃緑岩や熊野花尚斑岩
から採掘している.

5.3石炭
本図幅地域北西慨に三賃炭図の甫端部と宇陀炭田古情在した(地質調

査所編， 1960;灘本， 1973).名張市亀山周辺には前期鮮新世古琵琶湖

層群中に約7，8層の炭層が挨在するが，採掘されたものはその中部か
ら下部の木節粘土を伴う炭層のみである.炭質は褐炭に分類される.

奈良県字陀炭固において炭層は中新世山粕層に挟存し，炭貨は褐炭ま

たは亜渥青炭に分類きれる.

5.4 温泉及び鉱泉
アルカリ性単純温泉，ナトリウムーカルシウム塩化物泉.炭酸水素

塩泉が大部分を占める.pHは6.5-9.6程度が多〈中断、らアルカリ性を

示す.源泉温度は17-46t程度であるが， 42t以上の高温泉は少ない
(地質調査総合センター編， 2005). 
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6. 重力異常

本地域の重力関編集にあたって，既存の陸域データに加え， GH822 
航海により取得された海域データを用いた.プーゲ]異常の算出の際
に，地質調査所重力補正手順SPECGI988(地質調査所重力探査グルー

プ， 1989)に基づいて各種の重カ補正を実施し，表層密度は2.67g/cm'
を仮定した.本地域のプーゲー異常は，領域全体で正異常を示し.尾

鷲市付近から熊野灘に至る南部地域で極大(7Omga!)，北東部の伊勢平

野・伊勢湾周辺で極小(lOmgal)となる.伊勢平野の西方・内陸側は，
50mgal前後の高異常減が広がっている.本地械を東西に横断する中央

構造娘沿いには.局所的な高異常(東部・中央部)と低異常(西宮容)が見
られる.
地質構造との対応関係を見やすくするために，プーグー異常から

2kmの上方接続値を広域傾向面として除去し，地殻上部の影響を抽出
した残差重力(上方接続残差)を第Z図に示す.大局的には，領家深成

岩類及び変成岩類が分布する北西部と熊野酸性火成岩類が分布する南
西織が高異常で，伊勢平野周辺と，中央官哲で東西に延ぴる三波川変成

岩類，秩父帯・四万十帯付加複合体に対応して低異常を示す.松阪

市・伊勢市周辺と高見山地・紀伊山地内に顕著な低異常があり，基盤
の凹みの伏在が示唆される.比較的小規模な高異常績が，中央構造線

に沿う三波111変成岩類肉に存在する.東部で東西に帯状に速なる高異
常繊は御荷鉾緑色岩類の分布に対応するが，中央部の高異常について

は，その西方に細濫苦鉄質岩が露出するものの，対応する高密度岩体

は存在しない.紀伊山地内の高異常は，付加体に取り込まれた玄武岩

の分布と対応している.北西部の室生地域では，比較的小規模な高異

常減と低異常域が混在し，この地域を覆う火砕涜堆積物の複維な分布
が示唆される.

(名和一成，尉浬正夫}
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第1図 中新統の層序及び対比

Geology of the 1沼∞'，0凹Ise

The Ise dis凶ctis situated on the Pacific Ocean side of central Hon. 

shu， Japan. The dis位ictconsists c'凶eflyof a mountainous area up to 

1，654 meter5 in a1titude and includes upland and plain areas on its 

nぽ也e踊 ternside. 

G回 tectonically也.edis'出cts仕etch，回 ov町 bo也 theInner and Outer 

Zones of Southwest Japan. which are separated by the EW trending 

Median Tectonic Line (abbreviated below路 MTL).The southern 

side of也.eMTL is called the Outer Zone. The Outer Zone is occupied 

byLa也5tTriassic r国主sin也eKurosegawa Belt， Jurassic旬EarlyCre-

taceo四位cretionary∞mplex，回in曲eChichibu Belt， the Late Jur副島

ic to earliest Cretaceous Imaura Group. Early Cretaceous 8edimen. 

tary r，∞ks仰向uo，Nansei and Wakide groups)， the Cretaceous high. 

pressure type Sanbagawa Metamorphic Rocks. and Late Cretaceous 

accretionary complexes in the Shimanto Belt. The northern side of 

the MTL is called the Inner Zone. The Inner Zone is occupied by出E

Late Cretacωus Ryoke Plu句nicRocks and low.pressure type Ryoke 

Metamorphic Rocks. In addi出払由eUpper Cretac剖.usIz1lmi Gro.up 

is exp四 eda10ng the MTL. 

Miocene to Holocene 8equences are distributed over the pre-Ne仔

gene ba詑 mentrocks of the district The marine dep田 its8Uth as白E

Ow箇 eand Ichishi groups w町 eformed d.uring late Early Miocene旬

Middle Miocene白ne.The Kumano Acidic Rocks and也esoni Forma-

tion were formed in the Middle to latest Miocene. Moreover. Early 

p1ioc阻enon-marine sedim四 .tsare distributed in出en田也ernpart of 

the district. Terrace deposits and Holocene deposits are rnainly di&-

tributed副ong∞astaIar伺 8of the Ise Bay. 

Sorne active faul包 arerecognized in the north central parts of the 

dis位ict.

Mercury and mangane5e were mined in this district in the past. 

The岨 .casωnea且db凶ldingsωne are still mined. 

In gravity. positive anomaly is recognized in the region where 

Ryoke Metamorphic and Plutonic Rocks， and Kurnano Acidic Rocks 

are dis出 buteι Also.negative anomaly is回∞gnizedin也.eregion∞-
C日以edby也eQuaternary， Sanbagawa Meta皿orphicRocks. and acロE・

tionary∞mplexes. 
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